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今年の夏休みは、人と違った体験をしよう！ 
 

【１】はじめに 

さて、みなさん、今日から夏休みです。今年の夏休みはどんな予定ですか？クラブ三昧？家族旅行？友達とワ

イワイガヤガヤ？この校長通信では、1年生と2年生を対象に今年の夏休みの過ごし方を提案してみたいと思い

ます。3年生は、大学受験などの進路実現が控えていますので、それが最優先。自分の希望の実現に向けてまっ

しぐらに進んでください。「夏を制する者は、受験を制す」です！ 

 

【２】世の中は○○な人材を求めている！ 

 今年の夏休みの過ごし方を紹介する前に、まずは大上段に構えて、今、世の中では、どんな人材が求められて

いると思いますか？ 少し考えてみましょう。そのことを考える参考に私の世代は、どんな人材が求められていた

かというと、   

①マニュアルがすぐに理解できて、正確に速く仕事ができる人 

②上司のいう事をよく聞いて、てきぱきと仕事ができる人 

というのが、大体の世間の意見でした。だから、①の能力を持っているであろうと予想された、有名難関大学の

卒業生の就職率が良いという、いわゆる「学歴社会」というものが成立していました。その中でも②の人材は重

宝されていましたので、高校・大学とスポーツをしている体育会系の学生も企業から人気でした。 

 それでは、今はどんな人材が求められているでしょうか？企業が外部に発信しているメッセージを紹介しまし

ょう。 

 

企業名 求める人材 

日立製作所 困難に立ち向かい、最後までやりとげられる人財 

メルカリ Go Bold - 大胆にやろう（リスクテイクできる人） 

東京海上日動 発意に溢れ、自ら考え、発信し、行動する個性豊かな人材 

任天堂 覚悟をもって困難に向き合い、お客様の笑顔のために前向きに挑戦を続けていける人 

JAL 失敗を恐れず常に新しい事に挑戦し、人任せにすることなく最後までやり遂げる人財 

ソフトバンク ソフトバンクの変化を楽しみ、何事もチャンスと捉え挑戦する人 

 

この企業が求める人材、何か共通性があることに気がつきましたか？「挑戦」、「リスクテイク」、「やり遂げる」

…、色々な言葉がありますが、一般化すると、企業が求める人材像とは 

「自分で考えて行動できる人」 

なのではないでしょうか？ 

なぜ、このような人材が求められていると思いますか？私の世代は、日本の高度経済成長を体験してきました。

とにかく、大量生産・大量消費、ものをつくれば売れる時代です。ですから、決められた通りのことを間違いな

く、てきぱきと正確にできれば良かったのです。ところが、1990年代バブルが崩壊して、その後日本は低成長時

代。世界第2位だったＧＤＰは、中国にその座を明け渡しました。世界に名を轟かした日本企業のブランド価値

はどんどん下がっています。と同時に、人・モノ・金・情報が国境を越えて行き交うグローバル化の時代が到来

しました。都市部のコンビニで、外国人がアルバイトしているのは、もう何の違和感もない普通の風景になりま
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した。そして急激に進んだグローバル化の反動が今世界各国で起こっています。アメリカンファーストを唱えて

大統領になったトランプ大統領、ＥＵ離脱を決めたイギリス、ヨーロッパ各国で台頭する移民反対派勢力などな

ど。世界は激動の時代を迎えているのです。その上、日本は世界のどの国も経験したことの無い急激な人口減少

社会に突入します（すでに、突入している）。 

一寸先は闇！何が起こってもおかしくない時代 

に突入していると言えるでしょう。だからこそ、「自分で考えて行動できる人」を企業は求めるのです。 

 

【３】大学はどんな人材を求めているか？ 

 以上のような社会の動きに連動して大学も求める人材に変化が生じています。今、大学は 3つのポリシーを示

さなければなりません。これは校長ブログにも書きましたから知っていますよね。そこで、関西大学を例にとっ

て、求める人材-アドミッションポリシー-を紹介しましょう。 

 

（１）関西大学法学部 

法学部（以下、「本学部」という）では、社会に関する正確な知識に裏付けられた論理的で説得的な議論を通じ

て、民主的な合意形成に貢献する意欲を持つ人を、本学部に適性のある学生として受け入れています。特に次の

点が重視されます。 

1 次の知識・技能を有している。 

（1）今日の社会制度の歴史的形成過程に関する知識 

（2）外国で行われている議論を理解するための外国語能力 

（3）他者の見解を十分に理解し、かつ、自己の見解を表明し得る日本語能力. 

2 さまざまな文化的背景や価値観を持つ他者の見解の意義を認めつつ、十分に根拠づけられた議論を通じて

他者を説得し、合意を形成しようという姿勢を有している。 

3 広く社会の出来事に関心を持ち、法と政治を学ぶことで自らの考えを形づくり、さまざまな利益や価値を

民主的に調整しながら問題解決に向けて行動しようとする意欲を有している。（下線部は校長） 

  

 １は「知識・技能」です。大学で学ぶために必要な知識や技能が書かれており、大学受験合格のための条件だ

と言えるでしょう。注目してほしいのは、2及び 3です。ここで言われているのは、 

  「他者の見解の意義を認めつつ」「他者を説得し」「合意を形成しようという姿勢」「広く社会の出来事に関心

を持ち」「自らの考えを形づくり」「問題解決に向けて行動しようとする意欲を有している。」 

です。経済学部も紹介しましょう。 

（２）関西大学経済学部 

経済学部（以下、「本学部」という）は、学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）及び教育課程編成の方針（カ

リキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるために必要な、次に掲げる知識・技能、思考力・判断力・表現力

等の能力及び主体的な態度を備えた人を求めます。 

1（知識・技能） 

①日本史、世界史、政治・経済、地理の基本的な知識に通じていること、 

②論理的な思考を根底から支える基本的な日本語・英語の読解力及び数的処理能力を備えていること、 

③自分の興味関心を他者に説得的に伝えることができる文章表現力及び口頭発表能力を涵養していること。 

2（思考力・判断力・表現力等の能力） 

  国内外の経済活動への幅広い興味関心を持っていることはもちろん、その興味関心を自分自身の問題として捉

えなおす問題発見力と、論理的な思考にもとづいて自分なりの解答を導出できる問題解決力とを有しているこ

と。 

3（主体的な態度） 

  国内外の経済問題に常に関心を持ち、それらの解決に向けて社会へ積極的に貢献しようという意欲を有してい

ること。（下線部は校長） 

 

この大学のアドミッションポリシーから読み取れることも、やはり、 

「自分で考えて行動できる人」 
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という事ではないでしょうか。それでは、「自分で考えて行動できる人」になるためには、どのようにすればよい

でしょうか？ 

 まず、大切なことは、問題を発見する能力だと思います。日々を楽しく過ごして、学校や教師のいう事をやっ

ているだけでは、身の回りにある問題は、発見できません。そして、さらに重要なことは、問題を発見するには、

「興味を持つ」という事です。まさに、関西大学経済学部のアドミッションポリシーに書かれている 

興味関心を持っていることはもちろん、その興味関心を自分自身の問題として捉えなおす 

問題発見力と、論理的な思考にもとづいて自分なりの解答を導出できる問題解決力とを有 

している 

という事になると思います。そこで、夏休みの過ごし方です！（ずいぶん前置きが長くなってしまいました・・・

申し訳ありません） 

 

【４】人とは違うユニークな体験をしよう！ 

 私は、あなたたちにこの夏休み、ちょっと人とは違うユニークな体験をしてほしいと思っています。どんな体

験か、少し紹介しましょう！ 

 「夏休み体験 高校生」で検索するとこんなサイトがヒットしてきました。 

（１）FutureEdu 

 「FutureEdu」というサイトです。そのサイトに下の案内にあるようなサマーキャンプの企画が載っていました。 

 
お金もかかるし、5日間のキャンプなのでかなりハードですが、主催はアクティブラーニングでテレビ出演もさ

れた羽根氏のプロデュースです。世界や日本のトップレベルの大学の学生が学習のツアーガイドをしてくれるよ

うです。保護者向け特別企画もあるようです。 

 これはさすがにハードルが高いと思われる人、次のようなサイトもヒットしました。 

 

（２）Qulii 

左のような紹介がある「Qulii」。どんなことをやっている

かというと、下にあるようなワークショップ。 

この説明には、 

「東京五輪や将来的な外国人労働者の受け入れな

ど。 世界で進むグローバル化は日本でも進んでき
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ています。そんな中、外国人にとってわかりづら

い標識や、宗教の違いによる問題など、様々な問

題が都市にあるというのが現状です。そこで今回、

LEGO を使用し、「グローバル化に対応した都市の

開発しよう！」というイベントを開催することと

なりました！ 

 次世代を担っていく中高生が社会問題を考える

キッカケとなれば！と思っております。 是非とも

よろしくお願いいたします。」 

というイベント説明が載っています。なかなか面

白いと思うのですけど・・・いかがですか？ 

こんな講座もあります。「自分の気持ちを動かす

『ココロスイッチ』の探し方」。講師の加藤さんは、

広告業界大手の博報堂の社員です。仕事でめげた

ときに、私も受けてみたいですね。 

 

（３）国立大学56工学系学部 

 工学部に興味がある人には、「国立大学56工学系学部」があります。このページには、全国の国立大学工学部

が主催する小学生から高校生までの■■実験や◆◆体験などのイベントがたくさん掲載されています。工学部系

に興味がある人は、ホームページを訪れてください。 

 

【５】最後に 

 高校というのは、下の図のように基本的に3色で構成されていま

す。ですが、これからの社会で求められる人材を考えた時、もう一

色必要ではないかと私は考えています。それが「探究」という勉強

です。「自分で考えて行動できる人」になるためには、高校・大学時

代に探究的な学びが必要と考えています。今年から「総合的な学習

の時間」は、「総合的な探究の時間」になりました。 

私は、この探究学習が重要になることを世の中の動きから感じ取

っていましたので、前任の〇〇高校では、教育と探求社の教育プロ

グラム「クエストエデュケーション」を府立高校で初めて導入しま

した。〇〇高校は、初年度から「クエストカップ」という全国大会

に参加しています。 

 今年の夏休み、1年生・2年生は、日頃は3色中心の学校生活を離

れて、4色目-「探究的学習」を経験しませんか？ 

 

ご意見・ご感想、待っています！ 

T-UenoYoshic@medu.pref.osaka.jp 
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